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
モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２０）

大正大学モンゴル佛典研究会

序文（年度）

 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、
翻訳、注釈を提示する。
 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。
 秋元孝史（本研究会研究員）、阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリ
ヤ（本研究会研究員）、茨木智志（上越教育大学准教授）、ウルジージャルガル
（東洋大学大学院）、M. エルデニバートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバ
ヤル（内モンゴル大学教授）、オーダム（東洋大学大学院）、梶山啓一（本研究会
研究員）、片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学准教授）、新
藤篤人（大正大学大学院）、バイカル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会
研究員）、三浦順子（本研究会研究員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦
（本研究会研究員）、山口勝弘（本研究会研究員）。 
 
   一 凡例 
・原文の「葉」および「行」の表示方法について 
   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、77葉７行は07707と 
表示する。 
・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを 
基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す
るなど若干の変更を加えてある。 
・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的 
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に修正した。 
・略記：チベット語テキスト 
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 
行会、昭和15年 
フート本： jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（編） 
 “Geschichte des Buddhismus in der Mongolei”  
                 Erster Teil. Strassburg, 1892 
青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年12月 
翻訳 
橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 
昭和15年 
フート訳：jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（訳） 
“Geschichte des Buddhismus in der Mongolei” 
Zweiter Teil. Strassburg, 1896 
テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 
МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ
УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 
天津古籍出版社、1990年12月 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




                                                     
(1) 左にと書き込みがある。橋本本には reng mdaF pa （人名）とある。 
(2) 左にと書き込みがある。橋本本には rgyal tshab dar ma rin chen （人名）と
ある。 
(3) 左にと書き込みがある。橋本本には Fdul Fdzin grags pa rgyal mtshan （人名）
とある。 
(4) （～と）
(5) 左にと書き込みがある。橋本本には mkhas grub dge legs dpal bzang （人名）
とある。 
(6) 左にと書き込みがある。橋本本には Fjam dbyangs chos rje （人名）とある。 
(7) 左にと書き込みがある。橋本本には byams chen chos rje（人名）とある。 
(8) 左にと書き込みがある。橋本本には rje btsun shes rab seng ge（人名）とあ
る。 
(9) 左にと書き込みがある。橋本本には paN chen dge Fdun grub pa（人名）と
ある。 
(10) 橋本本には rtogs ldan（無分別者）とある。 
(11) 左にと書き込みがある。橋本本には Fjam dpal rgya mtsho（人名）とある。 
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 この大自性の御言葉から生まれた弟子たちも尊者
 レンダワーなどのラマとなった４人とジャルツァブ・ダルマ・リンチェンと
 持戒者ラグバ・ジャルサン、学行者ゲレク・バルサン、ジャム
 ヤン・チョイジ、ジャムチン・チョイジ、尊者シェーラブ・センゲ、
パンチェン・ゲンデン・ルバ、有分別者ジャムバル・ジャムソーなどがいる。
 三戒の戒律に則って三士の道
 次第および二次第のヨーガを修得し、三蔵の
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 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 橋本本には mngaF ris とある。西チベットのアーリ地方。 
(3) 
(4) 
(5) Skt. Ananda （アーナンダ） 
(6) Skt. kaXAya （濁） 
(7) 橋本本には bri dang ldan とあり、dang ldan の翻訳がない。 
(8) Skt. sumati 
(9) 
(10) 
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 太鼓を常に響かせ、アーリーとウー、ツァン、カムの
 ３地方などにおいて表れたものは、虚空の星、地上の砂の
 第葉終り
 ように無限に現われたのである。

               このように、
 佛陀の教えより《アーナンダよ、今私には白水晶の 数珠を奉り、発心した
 者は 未来の濁世において、ジとなった地方の中で、
 スマティという名を持つようになり、ゲーという寺院を建立し、４種の
 眷属をよく集め、佛陀の経典のように、称賛する。》
 《柱に葉のある木を使った寺院において、我が２種の身像に

















                                                     
(1) 四部弟子または四衆 （比丘、比丘尼、優婆塞、優婆夷）。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 
(2) 左にと書き込みがある。
(3) 橋本本には padma bkaF chems （『蓮華記』）とある。 
(4) 
(5) Skt. sumatikIrti （慈悲、称讃）、橋本本には blo bzang grags pa （ツォンカパの名）とある。 
(6) 
(7) Skt. maitreya （弥勒） 
(8) Skt. vajrapANi （執金剛） 
(9) Skt. karmavajra （業金剛） 
	
 
 
 
 
 頭飾を奉げて供養を行い、私によく祈願せよ。教法が
 年の間も存在し、その後、（私が）亡くなって、北東の奇瑞、
 美麗の世界において、センゲ・ガーローと言われる仏となろう。
 彼を信じて、彼地に生まれよ。その地は、殊勝なる
 地の最である。》と言った。又『蓮華記』によれば《文殊菩薩の
 所化すなわち化身は、経典、真言の教法の護持者、教法の主
 スマティ・キルティという者が、８代に至るまで、秘密真言を広く
 示し、此土より去って弥勒のもとに至る。それを
 受け継ぐ者は、一生の間、佛となるのである。》と説かれた。また、
 吉祥金剛手は、《秘密護持金剛に、昔より



















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) Skt. paNDita （大学者） 
(2) Skt. sarasvati （弁財天）
(3) Skt. mudrA （印） 
(4) 
(5) （沙弥）、 Skt. sAmaNera （仏弟子） 
(6) Skt. tuXita （兜率天） 
(7) Skt. maJjuSrI garbhi （文殊胎） 
	
Pali
 
 
 
 
 結びつきのある、スマティ・キルティ（ツォンカパ）なる人は、一切佛の化
身であり、
 常に、パンディタ（聖人）の身を保ち、経典と真言の意味を説き、
 必ずや、常に仏となろう。》《インド、中国、ネパール、ウー、ツァン、ア
ムドの
 地の方向において、生を受け、一切有情を、涅槃の道に
 導こう。文殊菩薩が守護神であり、弁財天は業の
 印であり、常に確かに菩提を得るだろう。聖なる弟子たちを
 集め、自分の身を捨てた時に、兜率天において、弥勒のもとに
 赴き、文殊胎といわれるようになって仏法を聞く、彼は有情
 第葉終り
 全てを憐れむものであり、十地の究みに到達したのである。》
 と説かれた如くである。また、教法が常に存在する限り、様々な種類の
 化身が利他を行う教義も、また、ガーダムの書












                                                     
(1) カムが抜けている。 
(2) 11821と11822は部分的に橋本本と異なる。 
(3) 修行の段階。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 橋本本には bkaF gdams glegs bam （ガーダム書、ガーダム派の書籍、教命書）とある。 
(2) 
(3)  
(4) 左にと書き込みがある。橋本本には byams chen chos rje （人名）とある。 
(5) 左にと書き込みがある。橋本本には zhang Fgro ba （寺院名）とあり、これを訳したと思
われる。 
(6) 橋本本には tshal gung thang （地名）とある。 
	
 
 
 
 
 には、《私の最上の化身の１つは、ある時は、比丘に
 化身し、彼はその地域を守らん。ある時は幼児の
 姿で現われ、ある時は獣、鳥、犬の姿で、
 ある時は、祈りの声となって、ある時は文字の正書法
 となって、キルティという名の比丘は、教法の存在する限り、幾度も
 表れるであろう。》と説かれた如くである。

                             かくの如く文
殊主第二勝者は、
 教法の漢地における弘通をなした。最勝生者
 ジャムチン・チョイジはカン・アミタン・イトゥゲル寺（有情信寺）の、ジ
ャルグンタンのふもとで
 生誕され、幼い頃より、前世の地について、言及する御言葉を
 多く語られた。先祖の源の薫習を完全に復活し、仏














                                                     
(1) この数行の引用は橋本訳と異なる。写本の違いによるものと思われる。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 左にと書き込みがある。橋本本には shA kya ye shes とある。 
(2) 
(3) Skt. anuXTAna （実行） 
(4) Skt. SikXA 
(5) Skt. anuXTAna 
	
 
 
 
 
 門に入り、僧侶になり、名前をサキャ・ヤシと
 いった。それより始めて、牟尼の教法によって、三門を
 確実に堅固し、多くの善友のもとで、帰依し、根本経を
 学び、賢者の地位を得た。特に法王の
 大ツォンカパの足蓮のもとで帰依し、『根本智』『四百頌』
 『菩提道次第』『秘密集会五次第』などの経典と真言の
 一切法を、ビンに注ぎ満たすが如く多く聴聞した。
 特に慈悲の実行と戒を
 真に尊重し、密かに密集の
 始終の実践を大切に行った。ある時


















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 
(2) 満州文字で書写されている。 
(3) 満州文字で書写されている。 
(4) Skt. kalpa （劫） 
(5) Skt. koTi （億）参照。
	
 
 
 
 
 モンゴルのトゴンテムル・ハーンの息子、漢地の聖なる大明永楽帝が、
 第葉終り
 おっしゃるには、佛陀の御言葉に《三世のすべての劫において
 三宝を供養し、無数の有情の命を救済しても、この生において
 佛になる事はできない。》、《功徳海なるラマを、信じる
 心によって喜ばせれば、聖と俗の功徳を、まさにこの生ある間に
 必ずや得られるであろう。》と説かれている。また、《聞いたことにより、
諸法を知ることになろう。聞いたことにより、
 悪業を捨てることになろう。聞いたことにより、意味のない事を克服するだ
ろう。聞いたことにより、涅槃を
 得られるだろう》と説かれた如く、善友に帰依し、法を聴聞した。
 功徳を思惟し、雪の城チベットより、供養処として、















                                                                                                                                                              
(1) 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 
(2) 橋本本には rje rin po che とある。 
(3) 参照。
(4) 橋本本には（界）とある。 
(5) 左にと書き込みがある。
(6) 橋本本には grags pa rgyal mtshan （人名）とある。 
(7) 左にと書き込みがある。橋本本にはnam mkhaF bzang po（人名）とある。
(8)
(9) 
(10) 
(11) 左にと書き込みがある。橋本本にはse ra （寺院名）とある。 
(12) 
(13) 
	
 
 
 
 
 相応しい勝聖生者を招聘するように希望する時、主宝（ツォンカパ）の
 美名を聞いて、４人の大臣をはじめとして、諸使者を（永楽帝は）遣わした。
 チベットに至った時、主宝は自らを、初めは、すこぶる厳しい
 界（境地）に身を置いて、会わなかった。その後、王公のラグバ・
 ジャルサンをはじめとし、ナムカ・サンボ公と共に大いに懇願した。
 使者たちは、目より涙を流し、大いに努めて申し上げたので、
 セラ寺に赴く事となり、使者たちに（ツォンカパは）お会いになった。（永
楽）大帝の勅旨
 と、有難き恩賜の品々を奉げたものも受けとられた。聖者自身が
 漢地に赴くと、禍が大きく、その必要が少ない訳を説かれ、



















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





                                                     
(1) 
(2) Skt. vaiSravaNa （多聞天、すなわち、毘沙門天） 
(3) 橋本本にはli thang とある。 
(4) （四川） 
(5) 
	
 
 
 
 
 赴くことなしと決定した。その後、皇帝の使者
 たちは「もし行幸されないなら、聖者に遜色のないお１人の弟子を
 供養処に遣わすことが必要である」と申し上げたところ、自身の賢明なる
 弟子たちの無数にある中より、このチョルジ（サキャ・ヤシ）を自らの代わ
りに
 赴くべしと命ぜられた。有情の利益をどのようになすかという
 教えを詳しく授け、毘沙門大王をこのチョルジの
 事業成就の守護神として管轄せしめた。その後、チョルジは
 第葉終り
 ４人の大臣と共に、南カムの理塘の地を経て、
 漢地に赴いた。四川に着いた時は、漢地の
 諸侯は軍を率いて出迎えた。その後、成都府の城に
















                                                                                                                                                              
(1) （成都府） 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 
(3) 橋本本には shAkya ye shes とある。 
(4) 
(5)  
(6)  
(7) 
	
 
 
 
 
 到着した時、大皇帝（永楽帝）は４人の大臣を、ありがたき、恩賜の品々と
共に、
 出迎えさせた。（チョルジを）遣わしたことに感動し、皇帝は次のように述
べた。
 「サキャ・ヤシといわれる聖人、汝よ。分別の功徳は高く、また大きい。智
慧は大きく、
 また、明瞭である。祈りの偉大な力は深く如来の分別を
 有し、所化を寂静法により、教化する者である」
 などの御言葉と、ありがたき恩賜の品々と共に遣わした
 者どもも捧げた。その後、次第に動かれ、城（北京）の
 近くに着いた時、大臣たちが、出迎えて、城の中の
 黄城の北方にあるヒーエン寺という寺院に住むようになった。
 その後、（永楽）帝と内殿において謁見した。
 その時、大帝は、恭敬し、喜悦し、














                                                     
(1) 橋本訳には「法淵寺」、ウルジー訳には「海音寺」とある。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
 
(1) Skt. tantra （タントラ） 
(2) Skt. cakrasaMvara （輪最勝楽） 
(3) Skt. yamAntaka （威徳明王） 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
(8) Skt. dhvaja （幢） 
(9) 
(10) 
(11) 
	
 
 
 
 
 多くの頌言を述べられ「現在、貴方はヒーエン寺
 という寺院に住まわれ、四部のタントラの立体マンダラ（壇城）の成就供
 養を
 行うべし。」とした。それで、この聖人と弟子たちは、
 『秘密集』、チャクラサンバラ（最勝楽）大輪、威徳明王尊、
 薬師佛などの成就供養を大いに行った。それで、虚空より
 諸天が艶やかな音を響かせたのを、皆気づき、
 虚空の方に幢、金剛輪、蓮華の、様々な金剛の形をした
 虹が幾度もかかるのを人々が、みな一様に見たのである。
 雲より離れた虚空より花の雨が降った事も、幾度もあったので、



















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 橋本本には byams chin  chos  rje とあり、左にと書き込みがある。但しの右
に、 の左にがある。満州語。 
	
 
 
 
 
 皆、信仰心を得た。（永楽）帝は、夢の中で、ヒーエン寺の
 第葉終り
 上の、虚空において、十方に佛と菩薩全てがおいでになったのを
 見たので、大いに喜び、信仰心が
 豊かに生まれた。このチョルジに、「一切智者、大慧者
 一切救済者、大守護者、広大なる世間一切に幸福を
 もたらす者、全ての人々の頭頂に灌頂を与える者、西方の佛
 子、幸福なる帝権を破壊することなく、堅固にする大ラマ
 国師、ジャムチン・チョルジ」という称号と、黒金で作った
 印璽とを献じ、持教者すべての頭頂の「飾り」として
 敬った。（永楽帝は）自分の宮殿に招き、帝自らの
 帝位の敷物の高さを同じにして、その漢地のやり方で
















                                                     
(1) 真理を究めた人。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 左にと書き込みがある。橋本本にはgrub rgyal maFi lugs とある。 
(2)橋本本にはte lo ba とある。 
(3) 
(4) 
(5) Skt. atISa （アティーシャ） 
(6) 

	
 
 
 
 
 宴席も、また、献じた。その後、大主（永楽帝）にルブ・ジャルマ
 法の寿命灌頂と大成就者デロワ派の法の
 不死最勝楽灌頂を一緒に献じた。帝の頭
 頂につぼをおいた時に、つぼの口より甘露がひとりでにあふれ出て、
 また、長寿の丸薬より光が輝くことなどが起きたので、皇帝は大いに
 信心を生じた。供物として多くの施物を献じた。
 次に五峰の五台山に赴き、文殊菩薩と
 佛像アティーシャ父子、パクパラマたちの顔を拝した。
 そこに滞在していたとき、各地から多くのラマ、諸侯をはじめとして、無数
の
 信者たちがやってきたのに対し、灌頂、允許、指導力、具足戒、
 出家および精進と断食の戒を与えるなど、各自の
















                                                     
(1) 橋本訳（p.212）には「成就勝母法」とある。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 
(2) 
(3) か。橋本本には rges （足跡）とある。 
(4) 
(5) 橋本本にはri bo dge ldan pa とある。 
(6)  （けがれ） 
(7) 橋本本には dga ldan rman par rgyal ba とある。 
(8) 
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 福分に応じて、正法の大雨を降らせて、成熟と解脱の
 真実の道に導いたのである。非常に、堅固で、丈夫な１つの青い
 石を泥のように踏んで、手の跡をも残して、その
 第葉終り
 地方の人々を、全て驚かせた状態にした。その後、
 （五台山に）再び赴くことになり、教法衆生の利益を大いになし、
 特にゲルク派の経典、ダラニの汚れなき教義を
 明示せしめた。またその後、再びウー地方に赴く時が近づいた際に、
 大きな絹織物をはじめとした品々を、無数に（永楽帝がチョルジ師に）賜
った。その後、
 順に（ラサの方に）来ることとなって、まず最初にガンダンに招かれ、聖大
 自性者（ツォンカパ）とお会いになり、供物を普賢菩薩の供養の
















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                     
(1) 
(2) 橋本本には（頂上）とある。 
(3) 
(4) Skt. parisIkAra （装飾物） 
(5) Skt. kAlacakra （時輪） 
(6) 
(7) 
(8) 橋本本には nla lo chos druFg （古代インドの佛教学者）とある。（蔵漢大辞典 p.1496） 
(9) 中観（dbu mFi la ba） 
(10) 橋本本には theg  chen  gling （大乗寺）とある。 
(11) 左に（寺名）と書き込みがある。 
	
 
 
 
 
 雲と競うようにささげた。次に、セラにまねかれ、セラの頂上において
 法輪を大いに転じ、供物の道具をととのえ、
 『解釈明灯明説法』、『五次第』の赤い手引き、
 時輪の大注釈、穢れなき光明説法、六縁分の
 手引、チャクラサンバラ（最勝楽）根本タントラの説法、ナーローパ
 六法、中観の手引など深く且つ偉大な
 法を無量に聴聞した。その時、ジェー・リンポチェ（ツォンカパ）が教法の
復興に
 益するため、この聖なる主にジョトバ・ラサンを建立し、セラのテクチェン
リン寺
 を建立する必要がある、という御言葉を安堵し、受け入れて、
 吉祥ジョレマラサン（寺）を建立し、また、己亥の年（年）に
















                                                     
(1) 経典名 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


                                                     
(1) 左に と書き込みがある。
(2) Skt. sthavira （羅漢、大徳、尊者）モンゴル語は Skt. arahat
(3) Skt. upAsikA （女信者） 
(4) （和尚）
(5) 左にと書き込みがある。橋本本には dar rgyas bzang po とある。 
(6) 
(7) 左に と書き込みがある。Skt. amogha （不空） 
(8) 左にと書き込みがある。橋本本には bsod nams shes rab とある。 
(9) 左に（佛学に通じている人、善友、称号）と書き込みがある。橋本本には dge bshes と
ある。 
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 セラのテクチェンリン寺を建立した。その寺の中に、白檀で
 できた、釈迦牟尼十六羅漢、優婆塞、和尚
 などを一緒に、法主（ツォンカパ）自ら漢地より招来し、それらを
 中に入れて、優れた座像をお祀りした。
 漢地より将来した深妙なるガンジョールなどを経蔵に入れて、
 ２年間、法輪を転じた。その後、再び、
 辛丑の年（年）に大皇帝が招請なされた際に、命に従って、
 第葉終り
 ツォンカパの直弟子、法主ダルジャイ・サンボを位に、
 つけるよう指示した。その後、アモガ法主とソドノム・シェーラブ法主の
 ２人をはじめとし、多くの学者、弟子たちと共に、チベットの地より


















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 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                     
(1) 壇城（立体）マンダラ 
(2) 
(3) 
(4) 
(5) 
(6) 
(7) 
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 漢地に赴くことになり、（北京）城に近づいた折りに、
 （永楽）帝は崩御されて、宣徳帝が践祚し、この法主を
 父皇帝の時と同様に恭敬したのである。皇帝の
 成佛の福徳のために、四部タントラの壇上マンダラを
 成就し、供養となした。その時、虹と、花の
 雨が降るなどしたので、宣徳帝も信心を一
 層増した。（宣徳）皇帝は勅命を発して、漢地のそれぞれに、
 寺院仏像を建立し、信者を新たに作りだし、また多くの僧伽の
 部を創設し、古い寺を修復などし、教法の
 恭敬を正しく行った。賢者、学者たちに、
 国師、禅師など、偉大な称号と位を授けて、恵
 賜を大いに与えた。かくの如く教法と有情の
















                                                     
(1) 史実では永楽帝崩御の後、子の洪煕帝が即位するも、10 ヶ月で崩御し、孫の宣徳帝が即位した。 
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 
 
 
 
 
 
 
 
 

















                                                     
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
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 利益を大いに行い、歳の乙卯の年（年）
 月日に、２人の法主（アモガ法主、ソドノム・シェーラブ法主）に遺言
を授けて、
 日に涅槃の世界に赴かれた。
 遺体を荼毘に付した時、多くの奇瑞が現われ
 舎利も多くでた。


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